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釜山市長選で注目 両
国
関
係
乗
り
越
え
る
契
機
に
な
る
か
？

　

韓
国
大
統
領
選
挙
の
前
哨
戦
と
さ
れ
、
日
韓
関

係
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
ソ
ウ
ル
・
釜
山

市
長
選
挙
が
、両
市
共
に
野
党
候
補
が
圧
勝
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
釜
山
市
長
に
当
選
し
た
、
朴パ
ク

亨ヒ
ョ
ン

埈
ジ
ュ
ン

氏
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
、
九
州
北
部
と
韓
国
南

部
を
ト
ン
ネ
ル
で
結
ぶ
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
構
想
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

実
現
す
れ
ば
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
（
約
54
㌔
）
や

英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
約
50
㌔
）
を
超
え
、
世
界

最
長
の
２
３
５
㌔
（
海
域
部
１
６
８
㌔
）
と
な
る

日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
ま
さ
に
、
人
類
史
上
最
大
の

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

そ
ん
な
「
夢
の
ト
ン
ネ
ル
」
構
想
が
、
戦
後
最

悪
と
も
言
わ
れ
る
両
国
関
係
を
打
開
す
る
契
機
と

な
る
の
か
。
約
40
年
前
か
ら
同
構
想
を
進
め
る
一

般
財
団
法
人
「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団
」
の
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
佐
賀
県
・
唐
津
、
長
崎
県
・

壱
岐
、
対
馬
の
現
場
を
取
材
し
た
。

 

（
川
瀬
裕
也
）
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令和３年（2021）

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 輪 を 広 げ よ う

吹かぬ風に船は進まず
条件が備わって初めて事を成し得る。韓国のことわ
ざ。

今週の格言

４/  25

対
馬
北
端
の「
韓
国
展
望
所
」か
ら
見
え
る
釜
山
の
街
並
み
。
手
前
は
航
空
自
衛
隊
の
警
戒

管
制
基
地
が
あ
る
海
栗
島
＝
４
月
10
日
、
長
崎
県
対
馬
市
、
川
瀬
裕
也
撮
影
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福
岡
空
港
か
ら
西
へ
。
車
を
約
２

時
間
走
ら
せ
る
と
、
玄
界
灘
に
突
き

出
た
佐
賀
県
唐
津
市
の
東
松
浦
半
島

に
着
く
。
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の

要
所
と
し
て
陣
を
置
い
た
名
護
屋
城

跡
か
ら
数
分
の
所
に
、
国
際
ハ
イ

ウ
ェ
イ
財
団
が
掘
削
し
た
日
韓
ト
ン

ネ
ル
の
調
査
斜
坑
が
あ
る
。
入
り
口

に
は
日
本
語
と
ハ
ン
グ
ル
で
「
日
韓

ト
ン
ネ
ル
唐
津
調
査
斜
坑
」と
あ
る
。

　

調
査
斜
坑
と
は
、
海
底
ト
ン
ネ
ル

な
ど
を
建
設
す
る
際
、
地
質
調
査
を

主
目
的
に
海
岸
近
く
に
試
験
的
に
掘

ら
れ
る
急
勾
配
の
ト
ン
ネ
ル
の
こ

と
。
現
時
点
の
同
調
査
斜
坑
の
長
さ

は
５
４
０
㍍
で
、
深
さ
は
海
抜
マ
イ

ナ
ス
56
㍍
に
達
す
る
。

　

同
斜
坑
に
は
毎
年
、
国
内
外
か
ら

日
韓
ト
ン
ネ
ル
に
関
心
を
寄
せ
る
多

く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
る
。
一
昨
年

に
は
「
世
界
三
大
投
資
家
」
の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー

ズ
氏
も
視
察
す
る
な
ど
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

日
韓
ト
ン
ネ
ル
構
想
は
、

１
９
８
１
年
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
10
回
「
科
学
の
統
一
に
関
す
る

国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）」
で
、
世

界
的
宗
教
指
導
者
、
故
文
鮮
明
師
が

世
界
中
の
自
由
な
往
来
を
可
能
に
す

る
「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
」
の
一

環
と
し
て
提
唱
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
、
翌
年
に
は
国
際

ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団
の
前
身
で
あ
る

「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業
団
」

が
、
翌
々
年
に
は
専
門
家
ら
が
助
言

す
る
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
研
究
会
」
が

設
立
さ
れ
、
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　

日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト
案
は
主

に
三
つ
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
唐
津
か
ら
壱
岐
を
通
り
、
対
馬

を
抜
け
て
韓
国
・
巨
済
島
に
入
る「
Ａ

案
」
が
、
現
在
最
も
実
現
性
が
高
い

と
い
う
。
Ａ
案
の
ル
ー
ト
に
従
い
、

取
材
の
足
を
唐
津
か
ら
壱
岐
へ
向
け

た
。

　

唐
津
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
２
時
間

弱
、
古
く
か
ら
朝
鮮
半
島
と
の
交
易

の
地
と
し
て
栄
え
た
壱
岐
に
到
着
し

た
。
一
番
高
い
山
で
も
２
０
０
㍍
台

と
い
う
平へ
い

坦た
ん

な
土
地
で
、米
や
野
菜
、

魚
、
牛
な
ど
、
豊
か
な
生
活
資
源
に

恵
ま
れ
た
島
だ
。

　

東
海
岸
に
位
置
す
る
八
幡
半
島
の

先
端
に
あ
る
、
壱
岐
を
代
表
す
る
景

勝
地
の
ひ
と
つ
「
左
京
鼻
」。
そ
こ

か
ら
海
岸
沿
い
を
西
へ
少
し
進
む

と
、
芦
辺
斜
坑
現
場
が
あ
る
。
斜
坑

現
場
と
言
っ
て
も
ト
ン
ネ
ル
は
ま
だ

掘
ら
れ
て
お
ら
ず
、
来
月
か
ら
作
業

事
務
所
を
設
置
す
る
予
定
だ
と
い

う
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

壱
岐
か
ら
水
上
ジ
ェ
ッ
ト
船
で
約

１
時
間
か
け
、
次
な
る
目
的
地
の
対

馬
に
到
着
し
た
。
平
坦
な
壱
岐
と
は

対
照
的
に
、
ご
つ
ご
つ
し
た
高
い
岩

山
が
多
く
、
田
園
風
景
も
ほ
と
ん
ど

な
い
。

　

島
の
南
西
部
に
位
置
す
る
厳
原
町

阿
連
に
斜
坑
現
場
が
あ
る
。
作
業
事

務
所
と
坑
口
が
完
成
し
て
お
り
、
今

後
、
水
や
電
気
な
ど
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
整
備
や
、
ト
ロ
ッ
コ
を
引
く
た
め

の
ウ
イ
ン
チ
小
屋
の
建
設
を
進
め
る

予
定
だ
と
い
う
。

　

現
場
に
向
か
う
山
道
の
入
り
口

で
、
携
帯
の
電
波

は
圏
外
に
な
っ
た

が
、
坑
口
に
着
く

頃
、
外
務
省
か
ら

海
外
渡
航
の
注
意

を
呼
び
掛
け
る
通

知
が
入
っ
た
。
驚

く
こ
と
に
韓
国
の

通
信
会
社
の
回

線
エ
リ
ア
に
切
り

替
わ
っ
て
い
た
の

だ
。
対
馬
北
端
に

あ
る
「
韓
国
展
望

所
」
か
ら
、
天
気

の
良
い
日
に
は
海

の
向
こ
う
に
釜
山

の
街
並
み
を
見
る

こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

対
馬
と
韓
国
は
近
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る
前
は
、
韓
国

人
観
光
客
が
大
勢
来
て
い
た
と
い

う
。

　

距
離
的
に
も
経
済
的
に
も
韓
国
と

強
く
結
び
付
い
て
い
る
対
馬
に
と
っ

て
日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
ま
さ
に
「
夢
の

ト
ン
ネ
ル
」
と
な
る
。
対
馬
在
住
の

主
婦
に
話
を
聞
く
と
、「
対
馬
か
ら

韓
国
に
楽
に
行
け
る
よ
う
に
な
る

し
、
本
土
か
ら
対
馬
に
来
る
人
も
増

え
る
の
で
は
」と
期
待
感
を
示
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

一
方
で
、
難
し
い
点
も
あ
る
。

対
馬
市
議
会
関
係
者
に
よ
る
と
、

２
０
１
３
年
に
同
市
が
日
韓
ト
ン
ネ

ル
の
早
期
建
設
を
政
府
に
求
め
る
意

見
書
を
議
決
し
た
際
、
全
国
か
ら
多

く
の
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。「
日
韓
関
係
の
悪
化
が
原
因
だ

ろ
う
」
と
前
出
関
係
者
は
言
う
。
こ

の
ほ
か
、
約
10
兆
円
と
も
い
わ
れ
る

建
設
資
金
を
両
国
で
ど
う
負
担
す
る

か
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。

　

同
市
議
会
議
員
の
大
浦
孝
司
氏

は
「
悪
化
す
る
日
韓
関
係
の
中
で

も
、
対
馬
と
釜
山
は
う
ま
く
や
っ
て

き
た
」
と
し
た
上
で
、「
小
さ
な
し

が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
未
来
を
見

据
え
て
考
え
た
時
、（
日
韓
ト
ン
ネ

ル
で
）両
国
を
繋つ
な

ぐ
意
味
は
大
き
い
」

と
話
し
た
。

　

実
現
ま
で
に
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
壁
も
多
い
日
韓
ト
ン
ネ
ル
だ

が
、
各
所
で
は
着
々
と
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
両
国
を
「
陸
続
き
」
に
す

る
こ
と
は
、
日
韓
の
負
の
歴
史
を
乗

り
越
え
る
大
き
な
契
機
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

未来見据えて日韓つなげ
唐
津
、壱
岐
、対
馬
の
現
場
を
行
く

関
係
悪
化
も
事
業
継
続
に
強
い
意
志

韓国に最も近い、対馬・阿連調査斜坑の坑口＝９日、川瀬裕也撮影

現在最も深くまで掘削が進んでいる、佐賀県・唐津調査斜坑の坑口
＝８日、川瀬裕也撮影
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80 年前にあった？幻の高速鉄道計画
特集

　
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
構
想
」
は
、

１
９
８
１
年
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
10
回
「
科
学
の
統
一
に
関
す
る

国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）」
で
、
世

界
的
宗
教
指
導
者
、
故
文
鮮
明
師
が

世
界
中
の
自
由
な
往
来
を
可
能
に
す

る
「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
」
の
一

環
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
。
し
か
し

そ
の
40
年
前
に
、
東
京
と
北
京
を
陸

続
き
で
結
ぶ
幻
の
高
速
鉄
道
計
画
が

あ
っ
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
前
夜
の

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
、
軍
事
輸

送
力
な
ど
の
確
保
を
求
め
た
日
本

（
当
時
大
日
本
帝
国
政
府
）
の
鉄
道

省
（
当
時
）
は
、
高
速
列
車
（
弾
丸

列
車
）
の
調
査
研
究
に
入
っ
た
。

　

ル
ー
ト
は
、
東
京
か
ら
下
関
、
福

岡
を
つ
な
ぎ
、
福
岡
か
ら
は
海
底
ト

ン
ネ
ル
で
釜
山
に
入
り
、
ソ
ウ
ル
を

抜
け
、
奉
天
へ
と
進
み
、
終
点
・
北

京
ま
で
平
均
時
速
１
５
０
㌔
（
最
速

２
０
０
㌔
）
で
49
時
間
か
け
て
到
着

さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
ま
さ
に
日
韓

ト
ン
ネ
ル
の
原
案
と
も
呼
べ
る
計
画

だ
。

　

こ
の
鉄
道
を
１
９
５
４
年
ま
で

に
建
設
す
る
こ
と
が
、
１
９
４
０

年
３
月
の
帝
国
議
会
で
「
広
軌
幹

線
鉄
道
計
画
」
と
し
て
承
認
さ
れ
、

１
９
４
１
年
７
月
か
ら
本
格
的
に
工

事
が
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
戦
況
の
悪
化
に
よ
っ
て
、

建
設
資
金
の
捻
出
が
難
し
く
な
り
、

１
９
４
３
年
度
を
も
っ
て
計
画
は
中

断
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
直
後
の

１
９
４
６
年
、
元
運
輸
大
臣
の
五
島

慶
太
氏
（
後
の
東
急
電
鉄
会
長
）
が
、

外
資
に
よ
る
資
金
調
達
で
実
行
に
移

そ
う
と
し
た
が
、「
国
鉄
の
復
興
が

先
」
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
た

た
め
断
念
し
た
経

緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
期

に
取
得
し
た
用

地
の
約
２
割
が
、

１
９
６
４
年
10
月

に
開
業
す
る
「
東

海
道
新
幹
線
」
に

転
用
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
日
韓

ト
ン
ネ
ル
構
想

は
、
１
９
８
０
年

代
に
大
林
組
を
中

心
に
『
ユ
ー
ラ
シ

ア
・
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
構
想
』
と

し
て
独
自
に
関
心

を
示
し
た
が
、
莫ば
く

大だ
い

な
建
設
費
な
ど

か
ら
構
想
段
階
で

止
ま
っ
て
い
る
。
同
構
想
は
、
東
松

浦
半
島
か
ら
壱
岐
ま
で
は
島
々
を
吊つ

り
橋
と
斜
張
橋
で
結
び
、
壱
岐
か
ら

対
馬
ま
で
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
と
同
様

の
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
対
馬
か
ら
釜
山

ま
で
は
、
水
深
50
㍍
の
と
こ
ろ
に
円

筒
形
の
ト
ン
ネ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
え

付
け
る
海
中
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
ぐ
も

の
だ
っ
た
。

　

戦
前
か
ら
戦
後
、
そ
の
莫
大
な
建

設
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
登
場
し
て
は
、
消
え
る
を
繰

り
返
し
て
き
た
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
構

想
」
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

80
年
前
、
戦
争
を
見
据
え
た
計
画

が
、
現
代
、
日
韓
友
好
と
ア
ジ
ア
・

世
界
平
和
の
た
め
の
夢
の
ト
ン
ネ
ル

構
想
へ
と
姿
を
変
え
、
進
み
始
め
て

い
る
。

東
京
〜
北
京
を
49
時
間
で
結
ぶ

大
林
組
も
独
自
の
計
画

弾丸列車の路線予想図（『写真週報』242 号から）＝ 1942 年 10 月 14 日
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日
本
と
韓
国
を
結
ぶ
「
日
韓
ト
ン

ネ
ル
」
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
、
両

国
間
で
各
種
団
体
が
提
唱
・
推
進
し

て
き
た
が
、
現
在
も
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
韓
国
の
保
守
系
野

党
が
４
月
の
ソ
ウ
ル
・
釜
山
市
長
選

挙
を
前
に
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
構
想
に

言
及
し
、
建
設
へ
意
欲
を
示
し
た
こ

と
で
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
反
日
姿
勢
を
貫
く
文

在
寅
政
権
は
否
定

的
な
立
場
を
示
し

て
い
る
が
、
両
選

挙
共
に
野
党
候
補

が
圧
勝
し
た
こ
と

で
、
日
韓
ト
ン
ネ

ル
が
夢
物
語
で
は

な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

事
の
発
端
は
、

韓
国
保
守
系
最
大

野
党
「
国
民
の
力
」

の
金キ
ム

鍾ジ
ョ
ン

仁イ
ン

非
常

対
策
委
員
長
が
２

月
１
日
、
釜
山
・

加カ

徳ド
ク

島ト

に
視
察
に

訪
れ
た
際
、
加
徳

島
新
空
港
の
建
設

と
と
も
に
、
釜
山

と
九
州
を
結
ぶ
海

底
ト
ン
ネ
ル
の
建

設
も
積
極
的
に
検
討
す
る
と
発
言
し

た
こ
と
だ
。

　

金
委
員
長
は
「
日
本
に
比
べ
て
は

る
か
に
少
な
い
財
政
負
担
で
生
産
付

加
効
果
54
兆
５
０
０
０
億
㌆  
、
雇
用

誘
発
効
果
45
万
人
に
達
す
る
巨
大
な

経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
事
業

だ
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
政
権
与
党
「
共
に

民
主
党
」
の
崔チ
ェ

仁イ
ン

昊ホ

報
道
官
は
「
韓

日
ト
ン
ネ
ル
は
、
日
本
の
利
益
が
よ

り
多
く
な
る
親
日
的
な
議
題
だ
」
と

し
「
日
本
が
先
に
提
案
も
し
な
い
未

成
熟
な
論
点
を
、
広
域
団
体
長
（
首

長
）
選
を
前
に
突
然
持
ち
出
す
の
は

無
責
任
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

洪ホ
ン

翼イ
ク

杓ピ
ョ

政
策
委
員
長
も
「
海
底
ト

ン
ネ
ル
で
わ
れ
わ
れ
が
得
る
利
益

は
、
日
本
に
車
で
行
く
こ
と
し
か
な

い
が
、
日
本
は
韓
国
と
北
朝
鮮
を
経

て
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
欧
州
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、「
非
常

に
不
適
切
な
政
策
公
約
で
あ
る
」
と

主
張
し
た
。

　

し
か
し
党
内
か
ら
は
「
親
日
レ
ッ

テ
ル
貼
り
が
無
理
や
り
す
ぎ
る
」「
韓

日
ト
ン
ネ
ル
に
変
わ
る
代
案
を
示
せ

て
い
な
い
」と
の
声
も
上
が
っ
た（
ハ

ン
ギ
ョ
レ
新
聞
）。

　

そ
し
て
迎
え
た
両
市
長
選
投
開
票

韓
国
で
日
韓
ト
ン
ネ
ル
議
論
が
再
燃

釜
山
市
長
選
契
機
に
野
党
が
意
欲

文
政
権
は
否
定
す
る
も
選
挙
は
惨
敗

日
の
４
月
７
日
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
を

公
約
に
掲
げ
た
朴パ
ク

亨ヒ
ョ
ン

埈ジ
ュ
ン

氏
が
釜
山

市
長
に
当
選
。
ソ
ウ
ル
も
同
じ
く
野

党
候
補
の
呉オ

世セ

勲フ
ン

氏
が
圧
勝
し
た
。

韓
国
大
統
領
選
の
前
哨
戦
と
も
言
わ

れ
る
選
挙
だ
け
に
、
文
在
寅
政
権
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
な
も
の
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
紙
・
姉
妹
紙
の

韓
国
セ
ゲ
イ
ル
ボ
は
７
日
、「
釜
山

市
長
選
挙
を
機
に
韓
国
政
界
で
韓
日

海
底
ト
ン
ネ
ル
を
め
ぐ
る
議
論
が
本

格
化
し
て
お
り
、
地
方
選
挙
の
公
約

を
超
え
て
来
年
の
大
統
領
選
挙
の
公

約
に
ま
で
登
場
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
し
て
、
韓
国
の
日
韓
ト
ン
ネ

ル
推
進
団
体
「
世
界
平
和
道
路
財

団
」
が
最
近
発
行
し
た
書
籍
『
知
性

１
０
０
人
、
韓
日
海
底
ト
ン
ネ
ル
を

語
る
』（
シ
ン
セ
リ
ム
刊
）
の
内
容

を
紹
介
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

　

同
書
は
日
韓
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
意

義
や
、
有
用
性
、
実
現
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
を
ま
と
め

た
も
の
。故
・
金キ
ム

大デ

中ジ
ュ
ン

元
大
統
領
や
、

故
・
廬ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン

元
大
統
領
、
森
喜
朗

元
首
相
、
野
沢
太
三

元
法
相
な
ど
の
政
治

家
を
は
じ
め
、
世
界

的
な
投
資
事
業
家
ジ

ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

氏
、
大
学
教
授
、
社

会
運
動
家
、
作
家
な

ど
が
「
知
性
１
０
０

人
」
と
し
て
多
方
面

か
ら
、
日
韓
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
る
。

　

同
財
団
の
孫ソ
ン

光グ
ァ
ン

石ソ
ク

韓
国
会
長
は

セ
ゲ
イ
ル
ボ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
「
韓
日
海
底
ト
ン
ネ
ル
建
設
は
、

昨
日
今
日
に
出
て
き
た
事
案
で
は
な

い
。
英
仏
は
隣
同
士
そ
れ
ほ
ど
仲
が

良
く
な
い
が
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
で

ド
ー
バ
ー
海
峡
を
つ
な
ぎ
両
国
は
共

存
共
栄
し
て
い
る
。
韓
国
も
や
は
り

韓
日
関
係
の
進
展
は
も
ち
ろ
ん
、
北

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
の
原
動
力

と
し
て
日
韓
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し

た
。

唐津調査斜坑の最深部で、工事の進捗状況を説明する末次眞一所長
＝８日、川瀬裕也撮影

釜山市長に当選した朴亨埈氏


